
　

人
と
の
つ
な
が
り
・
交
流
が
目
的
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
利

用
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
友
だ
ち
に
な

っ
た
人
か
ら
、
①
マ
ル
チ
商
法
に
誘
わ
れ
た
②
投
資

勧
誘
を
受
け
高
額
な
被
害
を
被
っ
た
③
紹
介
さ
れ
た

サ
イ
ト
が
出
会
い
系
サ
イ
ト
だ
っ
た
④
子
ど
も
が
無

料
ゲ
ー
ム
で
ア
イ
テ
ム
を
購
入
し
10
万
円
の
請
求
が

き
た
、
な
ど
被
害
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
気
軽
に
他
人

と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
メ
ー
ル
の
よ
う

な
二
者
間
の
や
り
と
り
と
は
違
い
、
不
特
定
多
数
の

人
に
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
は
ネ
ッ
ト
か
ら

漏
れ
、
そ
の
履
歴
か
ら
被
害
が
広
が
り
ま
す
。
見
知

ら
ぬ
人
、
信
用
で
き
な
い
人
と
の
連
絡
は
控
え
る
な

ど
、
自
己
防
衛
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
小
さ
な

子
ど
も
も
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
な

ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
顔

の
見
え
な
い
世
界
で
は
、
誰
も
が
被
害
に
遭
う
可
能

性
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

好きです！ にしわき ！
　　わたしのふるさと
教育委員会や学校園のホットな情報をお知らせします。

今、この時を輝いて生きる
次世代につなぐ、心豊かな人づくり、まちづくり

新たな農産物ブランド「西脇ファーマーズブランド」
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農業には
魅力がいっぱい

西脇市では、今、農業振興を主
要施策の柱の１つに位置づけ、
さまざまな事業を推進していま
す。このコラムでは、農業に関
係するいろいろな情報をお知ら
せします。

消費生活センターから・・・
SNS（会員制交流サイト）のトラブル

中
学
生
親
善
使
節
団
員
を
募
集
し
ま
す

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
レ
ン
ト
ン
市
へ
の

　

昭
和
44
年
に
西
脇
市
と
レ
ン
ト

ン
市
が
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で

今
年
で
44
年
目
を
迎
え
ま
す
。
以

来
、
中
学
生
親
善
使
節
団
や
市
民

使
節
団
を
相
互
に
派
遣
す
る
な
ど
、

親
し
く
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
親
善
使
節
団
の
相
互
派

遣
は
昭
和
62
年
か
ら
続
い
て
お
り
、

今
年
も
市
内
在
住
の
中
学
3
年
生

を
対
象
に
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
先
輩
た
ち

か
ら
は
、
中
学
3
年
生
の
皆
さ
ん

に
「
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
、
自

分
の
視
野
が
何
倍
に
も
広
が
る
貴

重
な
体
験
が
で
き
る
。
日
本
で
机

に
向
か
っ
て
勉
強
す
る
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
学
べ
る
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。」
と
の

声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
異
文
化
交
流
を
体

験
し
、
自
分
を
も
う
一
回
り
成
長

さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
派
遣
期
間

　

８
月
16
日（
金
）〜
25
日（
日
）

　

26
日（
月
）帰
国
予
定

▼
募
集
人
数　

14
名

▼
費
用　

個
人
負
担
8
万
円
。
そ

の
他
の
公
的
費
用
は
市
が
負
担

し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
中
学
3
年
生

▼
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
書
と
作
文
（
目
的

や
希
望
理
由
を
指
定
原
稿
用
紙

両
面
１
枚
に
ま
と
め
た
も
の
）

を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
郵
送
可
）。
申
込
書

と
原
稿
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
応
募
さ
れ
た
作
文
等
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▼
応
募
締
切　

4
月
22
日（
月
）

▼
応
募
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課

　
（
市
役
所
内
線
５
２
７・５
３
６
）

　

10
月
ご
ろ
に
レ
ン
ト
ン
市
か
ら

中
学
生
親
善
使
節
団
が
西
脇
市
に

来
ら
れ
る
予
定
で
す
。
使
節
団
は
、

市
内
の
小
中
学
生
と
の
交
流
や
日

本
文
化
の
体
験
な
ど
を
行
い
、
親

睦
を
深
め
ま
す
。

 

市
内
で
は
、
公
共
施
設
や
市

民
に
よ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
大
作

戦
、
企
業
の
森
づ
く
り
「
サ
ン

ト
リ
ー
天
然
水
の
森
・
西
脇
門

柳
山
」
な
ど
、
環
境
を
守
る
意

識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

食
の
面
で
は
、
土
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
め
あ
ぐ
り
西
脇
」
で

生
産
さ
れ
た
完
熟
堆
肥
を
使
っ

て
大
地
を
豊
か
に
し
、
収
穫
さ

れ
た
お
米
や
野
菜
は
農
産
物
直

売
所
「
北
は
り
ま
旬
菜
館
」
な

ど
を
通
じ
て
食
卓
を
彩
る
、
自

然
に
や
さ
し
い
農
業
を
基
本
と

し
た
地
産
地
消
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
で
は
、

市
内
産
の
農
産
物
の
魅
力
を
さ

ら
に
高
め
、
自
然
に
や
さ
し
い

安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産

を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
制
度
「
西
脇

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
」
を

立
ち
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
制
度
は
、

①「
ゆ
め
あ
ぐ
り
西
脇
」
の
完

熟
堆
肥
な
ど
の
有
機
質
資
材

を
活
用
し
て
い
る
こ
と

②
農
薬・化
学
肥
料
の
使
用
を
慣

行
よ
り
3
割
以
上
減
ら
す
な

ど
の
栽
培
方
法
で
あ
る
こ
と

③
栽
培
履
歴
が
残
さ
れ
、
情
報

公
開
に
対
応
で
き
る
こ
と

な
ど
、
自
然
に
や
さ
し
い
栽
培

で
あ
る
こ
と
と
、
安
全
・
安
心

な
生
産
・
出
荷
の
方
式
で
あ
る

こ
と
を
要
件
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
生
産
・
出
荷
の
方
式
に

取
り
組
む
農
家
（
フ
ァ
ー
マ

ー
）
で
あ
る
か
を
審
査
し
、
認

証
さ
れ
た
農
家
の
生
産
物
は
農

産
物
直
売
所
な
ど
で
販
売
す
る

と
と
も
に
、
市
内
の
飲
食
店
に

も
協
力
を
い
た
だ
い
て
定
着
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　

4
月
か
ら
説
明
会
や
申
請
受

付
な
ど
を
進
め
、
夏
に
は
直
売

所
等
の
店
頭
に
並
ぶ
予
定
で
す
。

◆問合せ　西脇市消費生活センター（生活環境課内）☎22－3111

1415 広報にしわき　平成25年4月号

異文化交流を通じて多くのことを学異文化交流を通じて多くのことを学ぶ機会に…機会に…異文化交流を通じて多くのことを学ぶ機会に…

広報にしわき　平成25年4月号

ほっとコラム 66
市 長　來 住 壽 一

　さまざまな事おもひ出す桜かな　芭蕉
　春分の日、郷瀬町の地蔵一本桜前で桜まつ
りが行われました。西脇市でいち早く春の到
来を告げる桜です。今では、散り始めたかも
しれません。3年前から多くの地域の皆さん
が、この桜を守ろうと取り組んできました。
元気を取り戻し、見事に咲き誇りました。新
年度がスタート。歳々年々、新たな出会いと
別れがあります。私もさまざまなことを思い
ました。
　横尾忠則さんに西脇市名誉市民の称号をお
贈りすることが決定しました。名誉市民条例
には、「学術技芸の進歩に寄与し、その功績
が顕著で敬仰に値するもの」とあります。
　横尾さんのご功績は、皆さんご存じのとお
り、世界的な美術家としていつの時代にも斬
新な作風を創出され、美術の発展に寄与され
ています。毎日芸術賞、朝日賞、ＮＹアート
ディレクターズクラブの名誉賞、日本文化デ
ザイン大賞、兵庫県文化賞、紫綬褒章、紺綬
褒章、旭日小綬章、作家としても、泉鏡花賞
など多くの賞を受賞されています。世界で、
国立国際美術館、ＮＹ近代美術館をはじめ120
以上の美術館などで横尾作品を収蔵していま
す。
　昭和59年横尾さんと親交がある磯崎新さん
に設計を依頼し、リサライオンさんの陶板を
設置して、岡之山美術館がオープン。以来、
横尾さんのご協力を得て56回の企画展と公開
講座、公開制作を開催。西脇市の芸術文化の
高揚だけでなく、著書、ブログなどを通して、
西脇市を全国へ発信いただきました。
　西脇ではお出会いできそうもない瀬戸内寂
聴さん、三宅一生さん、イサム野口さんにも、
横尾さんとの親交で、お越しいただきました。
ＮＨＫの「ようこそ先輩課外授業」で、西小
の教壇に立っていただきました。このほか、
ＪＲ加古川線ラッピング列車は記憶に新しい
ところ。
　昨年11月、兵庫県が、横尾忠則現代美術館
を設置し、横尾さんを顕彰しました。西脇市
でもこの時に、初の名誉市民の称号を横尾さ
んに贈ることになりました。6月27日に贈呈
する予定です。皆さんもぜひお越しください。

横尾さんに名誉市民の称号

　

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

短
期
大
学
ま
た
は
大
学
に
在
学
し
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
に

対
し
、
修
学
に
必
要
な
資
金
の
貸

し
付
け
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

①
市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、
か

つ
住
民
登
録
を
有
す
る
方

※
市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、
修

学
の
た
め
に
転
出
し
て
い
る
方

を
含
む
。

②
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
方

③
学
校
長
な
ど
の
推
薦
が
あ
る
方

④
他
の
奨
学
金
（
無
利
子
貸
付
）

を
受
け
て
い
な
い
方

▼
貸
付
額
（
限
度
額
）

①
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校　

＊
公
立　

月
額
1
万
5
千
円

＊
私
立　

月
額
3
万
円

②
短
期
大
学
・
大
学

＊
公
立
・
私
立　

月
額
5
万
円

▼
利
率　

無
利
子

▼
償
還
方
法　

貸
付
終
了
後
、
1

年
経
過
後
か
ら
貸
付
期
間
の
2

倍
の
期
間
内
で
償
還
（
上
級
学

校
在
学
中
は
猶
予
）

▼
連
帯
保
証
人　

2
名
必
要

▼
申
請
期
限　

6
月
27
日（
木
）

▼
申
請
書
類

＊
貸
付
申
請
書
（
様
式
あ
り
）

＊
学
校
長
等
の
推
薦
書
（
様
式
あ

り
）

＊
住
民
票
（
家
族
全
員
／
続
柄
記

載
の
も
の
）

＊
父
母
の
平
成
25
年
度
（
平
成
24

年
分
所
得
）
市
民
税
・
県
民
税

所
得
・
課
税
証
明
書
（
所
得
が

な
い
場
合
も
必
要
で
す
。）

※
6
月
1
日
以
降
発
行
分

＊
連
帯
保
証
人
の
納
税
証
明
（
平

成
24
年
度
分
の
市
町
村
民
税
の

納
付
状
況
が
分
か
る
書
類
）

※
連
帯
保
証
人
が
市
内
市
外
い
ず

れ
の
場
合
も
必
要
で
す
。

▼
申
請
書
類
の
配
布　

貸
付
申
請

様
式
は
4
月
3
日（
水
）か
ら
教

育
総
務
課
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
取
得
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　

教
育
総
務
課

　
（
市
役
所
内
線
５
３
３
）

奨
学
金
貸
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

西
脇
市
・
市
教
育
委
員
会
・
市
国
際
親
善
交
流
協
会
で
は
、
姉
妹

都
市
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
レ
ン
ト
ン
市
へ
派
遣
す
る

「
中
学
生
親
善
使
節
団
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
や
生
活
様
式
、
考
え
方
の
違
い
な
ど
を
理
解
し
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
び
、
自
分
自
身
の
視
野
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。


